
食品リサイクルによるごみ減量と
北九州市内におけるサーキュラーエコノミーの取組み
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有機系地域資源リサイクルによる
循環経済社会構築を目指して
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オンサイト処理方式とオフサイト処理方式の違い

オンサイト処理方式

食品残渣発酵分解装置を食品工場・スーパー・
飲食店等の食品残渣の発生現場に設置し、その
場で分解・減量、一次発酵までします。定期的
に一次発酵物を回収（有価買取）し、リサイク
ルセンターへ持ち込み約2か月かけて堆肥化し
ます。

オフサイト処理方式

食品残渣発酵分解装置の設置ができない場所
でも、堆肥化リサイクルに参加できるシステ
ムです。事業者が自己搬入するか、ウエルク
リエイトがパッカー車等で回収し、リサイク
ルセンターで一次発酵を集中処理するシステ
ムです。



地域食品資源循環ソリューションの概要 ＜オンサイト方式＞

●IoTを活用した効率的運用管理 ⇒ 発酵環境を遠隔より監視、障害の早期検知
全国保守拠点を活用した装置メンテナンス、
発酵物の効率的な回収システム

●ＥＳＧ投資（ＮＴＴファイナンス）
●装置の長寿命化
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【オンサイト方式の取組事例】 ‐ サミット（首都圏に展開するスーパーチェーン）

○１日１００㎏の生ごみが約５㎏に

○社員の分別意識の向上

○生ごみの臭気を抑え、より衛生的に

○３年で同機を１２５店舗導入

各店舗ごとにフォースターズを
導入している実例

サミット株式会社 世田谷船橋店様
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【オフサイト方式の取組事例】 ‐ ウエルクリエイト本社リサイクルセンター

本社リサイクルセンター

パッカー車での食品残渣回収

発酵分解装置での一次発酵 食品残渣の投入

１次発酵の過程

２次発酵・3次発酵の過程

農業生産者へ提供 農作物へ循環
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「若松・循環イノベーションセンター（ＪＩＣ）」のイメージ図
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ネイチャー農園若松ＪＩＣ
農業・福祉連携活動を協働

堆肥場で堆肥・肥料化

堆肥・肥料の活用
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「若松・循環イノベーションセンター（ＪＩＣ）」の整備予定地

若松・循環イノベーションセンター

ネイチャー農園



ご清聴ありがとうございました

【お問い合わせ先】

株式会社ウエルクリエイト
管理部長 田上 裕之

TEL:093-752-5300

URL https://www.well-c.co.jp

Eｰmail tagami@well-c.co.jp
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